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4
そに

2016
（平成28年）

　４月５日（火）に入園式が行われ、今年度
は８名の子どもたちが入園しました。
　これからも、曽爾保育園でたくさん遊ん
ですくすく大きくなってくださいね。

平成28年度曽爾保育園入園式
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▼
基
本
方
針

　
平
成
28
年
度
の
予
算
編
成
は
、

引
き
続
き
経
費
の
削
減
を
図
り

種
々
合
理
化
に
努
め
、
人
口
減
少

対
策
事
業
を
柱
に
、
高
齢
者
福
祉

対
策
や
子
育
て
支
援
そ
し
て
定
住
促

進
事
業
を
継
続
し
、「
活
気
」、｢

活

力｣

、「
活
動
」
あ
る
村
づ
く
り
に
取

り
組
み
ま
す
。

　

平
成
28
年
度
主
要
施
策

●
幹
線
道
路
の
整
備
・
促
進

　
・
主
要
幹
線
か
ら
中
学
校
、
防

災
ヘ
リ
ポ
ー
ト
、
ク
ラ
イ
ン
ガ

ル
テ
ン
曽
爾
へ
続
く
村
道
小
長

尾
線
の
改
良
整
備

　
・
村
道
亀
山
線
等
主
要
路
線
の

舗
装
補
修
事
業　

　
・
昭
和
橋
等
橋
り
ょ
う
補
強
工
事

　
・
県
道
名
張
曽
爾
線
の
改
良
整
備

の
促
進

●
産
業
の
育
成

　
・
農
林
業
公
社
の
設
立

　
・
地
域
お
こ
し
協
力
隊
制
度
を
活

用
し
た
農
業
後
継
者
の
育
成

及
び
確
保
事
業

　
・
集
落
内
及
び
集
落
周
辺
の
放

置
林
や
景
観
を
阻
害
し
て
い
る

山
林
を
広
葉
樹
等
で
彩
り
あ

る
里
山
形
成
を
す
る
た
め
里

山
再
生
事
業
の
継
続

　
・
曽
爾
高
原
保
全
対
策
調
査
会

の
計
画
に
基
づ
く
保
全
活
動

　
・
地
域
の
元
気
づ
く
り
を
推
進
す

る
た
め
地
域
お
こ
し
協
力
隊

を
派
遣
し
、
地
域
の
活
性
化
、

地
域
の
産
業
の
創
設
を
推
進

●
保
健
福
祉
の
推
進

　
・
学
校
等
給
食
費
助
成
の
継
続

　
・
緊
急
通
報
装
置
設
置
事
業
、

移
動
支
援
事
業
の
継
続

　
・
特
定
健
診
、
が
ん
検
診
へ
の
受

診
者
増
加
及
び
個
別
指
導
の

取
り
組
み

●
生
活
基
盤
と
防
災
体
制
の
整
備

　
・
簡
易
水
道
再
編
事
業
の
継
続

　
・
地
籍
調
査
事
業
の
継
続

　
・
自
主
防
災
組
織
へ
の
防
災
備
品

の
配
備

　
・
避
難
所
指
定
の
旧
下
曽
爾
体

育
館
を
耐
震
補
強
整
備

　
・
防
災
拠
点
施
設
の
整
備
に
か
か

る
実
施
設
計

●
ひ
と
づ
く
り

　
・
子
ど
も
た
ち
の
教
育
環
境
の
改

善
方
策
の
検
討

　
・
小
学
校
複
式
学
級
解
消
さ
せ
る

た
め
の
教
員
確
保
事
業

●
定
住
促
進

　
・
空
き
家
バ
ン
ク
制
度
の
充
実

　
・
定
住
促
進
空
き
家
改
修
補
助

事
業
の
拡
充

【
平
成
27
年
国
の
補
正
予
算
事
業
を

3
月
補
正
に
計
上
】

●
地
方
創
生
加
速
化
交
付
金
事
業

　
一億
総
活
躍
社
会
の
実
現
に
向
け
、

曽
爾
村
創
生
戦
略
に
基
づ
き
仮
称「一

般
社
団
法
人
曽
爾
村
農
林
業
公
社
」

の
設
立
や
各
地
域
で
の
新
し
い
切
り

口
で
の
取
り
組
み
な
ど
地
方
創
生
事

業
を
実
施
し
ま
す
。

●
年
金
生
活
者
等
臨
時
福
祉
給
付

金　
事
業

　
所
得
の
少
な
い
高
齢
者
等
を
対
象

に
年
金
生
活
者
等
支
援
臨
時
福
祉

給
付
金
を
実
施
し
ま
す
。

会　　計　　名

一般会計 1,842,800

290,500

136,100

223,900

3,300

305,200

31,000

2,832,800

1,955,000

283,200

148,700

221,800

3,300

286,400

29,900

2,928,300

△112,200

7,300

△12,600

2,100

0

18,800

1,100

△95,500

簡易水道事業

住宅新築資金等貸付事業

介護保険

後期高齢者医療

合　　計

国保
事業勘定

直診施設勘定

H28年度予算額 H27年度予算額 比較増減額

－ 予算総括表 － （単位：千円、%）

平成28年度
予算の概要
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●
国
民
番
号
法
シ
ス
テ
ム

　
構
築
事
業

５
８
３
万
円

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
本
格
稼

働
に
向
け
た
住
民
情
報
シ
ス
テ
ム

の
構
築
を
行
い
ま
す
。

●
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

　
対
策
事
業
（
３
月
補
正
）

１
，
７
０
０
万
円

　
国
の
指
針
等
に
基
づ
く
情
報
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
の
抜
本
的
な
見
直
し

を
行
う
た
め
の
情
報
基
盤
の
再
整

備
を
行
い
ま
す
。

●
地
域
お
こ
し

　
　
　
協
力
隊
事
業

５
，
８
０
３
万
円

　
13
名
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員

が
、
農
林
業
後
継
者
及
び
大
字
の

地
方
創
生
総
合
戦
略
に
基
づ
く
活

性
化
事
業
等
に
従
事
し
ま
す
。

●
定
住
促
進
対
策
事
業

１
，
８
９
７
万
円

　
空
き
家
改
修
補
助
事
業
を
拡
充

す
る
と
と
も
に
空
き
家
バ
ン
ク
制

度
事
業
を
充
実
し
ま
す
。
ま
た
、

新
た
に
起
業
等
人
材
支
援
対
策
事

業
を
実
施
し
ま
す
。

●
旧
下
曽
爾
小
学
校
体
育
館

　
の
耐
震
補
強
工
事

４
，
８
６
０
万
円

　
避
難
所
に
指
定
さ
れ
て
い
る
旧

下
曽
爾
小
学
校
体
育
館
の
耐
震
補

強
工
事
を
行
い
ま
す
。

●
給
食
費
助
成
事
業

２
７
６
万
円

　
保
育
園
児
、
小
学
校
児
童
及
び

中
学
校
生
徒
の
給
食
費
助
成
を
継

続
し
、
子
育
て
支
援
を
図
り
ま

す
。

●
独
居
老
人
緊
急
時
支
援
事
業

１
１
５
万
円

　
ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
等
の

居
宅
に
緊
急
通
報
装
置
を
設
置

し
、
緊
急
事
態
の
発
生
時
に
専
門

知
識
を
有
す
る
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
が

在
宅
生
活
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

●
高
齢
者
移
動
支
援
事
業

１
７
３
万
円

　
高
齢
者
等
の
日
常
生
活
の
利
便

性
の
向
上
と
社
会
参
加
の
促
進
を

図
る
た
め
、
タ
ク
シ
ー
利
用
券
を

交
付
し
料
金
の
一
部
を
助
成
し
ま

す
。

●
地
籍
調
査
事
業
（
３
月
補
正
）

２
，
６
２
２
万
円

　
国
の
補
正
予
算
を
活
用
し
て
、

前
倒
し
て
地
籍
調
査
を
実
施
し
ま

す
。
本
年
度
は
大
字
今
井
地
域
を

調
査
し
ま
す
。

●
獣
害
に
つ
よ
い
里
山
づ
く
り

　
事
業
及
び
里
山
再
生
事
業

１
，
６
５
２
万
円

　
野
生
獣
に
よ
る
農
林
業
の
被
害

の
低
減
を
図
る
た
め
に
、
里
山
林

を
伐
採
し
野
生
獣
の
生
息
地
帯
の

間
に
緩
衝
帯
を
造
成
さ
せ
、
ま
た

里
山
景
観
づ
く
り
に
も
つ
な
げ
ま

す
。

●
村
道
小
長
尾
線
改
良
工
事

８
，
３
５
４
万
円

　
主
要
幹
線
か
ら
中
学
校
、
防
災

ヘ
リ
ポ
ー
ト
、
ク
ラ
イ
ン
ガ
ル
テ

ン
曽
爾
へ
続
く
村
道
小
長
尾
線
の

改
良
整
備
を
し
ま
す
。

●
村
道
亀
山
線
等
舗
装
補
修
事
業

５
，
２
５
０
万
円

　
平
成
25
年
度
の
路
面
調
査
結
果

に
基
づ
き
主
要
村
道
の
舗
装
補
修

整
備
を
し
ま
す
。

●
橋
り
ょ
う
補
強
事
業

５
，
０
１
３
万
円

　
平
成
24
年
3
月
に
策
定
し
た
橋

梁
長
寿
命
化
修
繕
計
画
に
基
づ
き

昭
和
橋
な
ど
の
補
強
工
事
を
行
い

ま
す
。

●
橋
り
ょ
う
点
検
事
業

２
，
８
０
０
万
円

　
平
成
26
年
7
月
に
施
行
さ
れ
た

省
令
に
基
づ
き
自
治
体
管
理
の
橋

梁
等
の
点
検
を
行
い
ま
す
。

●
防
災
機
材
配
備
事
業５

０
０
万
円

　
安
全
・
安
心
で
災
害
に
強
い
む

ら
づ
く
り
を
目
指
し
、
様
々
な
災

害
に
備
え
防
災
機
材
を
地
域
に
配

備
し
ま
す
。

●
複
式
学
級
解
消
事
業７

０
１
万
円

　
小
学
校
の
複
式
学
級
を
解
消
す

る
た
め
、
村
費
で
教
職
員
を
配
置

し
ま
す
。

●
伊
勢
本
街
道
整
備
事
業

１
，
６
５
１
万
円

　
大
阪
か
ら
伊
勢
を
結
ぶ
伊
勢
本

街
道
を
歴
史
街
道
と
し
て
整
備

し
、
伊
勢
参
詣
人
等
を
出
迎
え
ま

す
。 新

　
規

新
　
規

一
般
会
計
施
策
別
主
要
事
業
一
覧



4

地方交付税
9億3，746万円
50.9%国庫支出金

2億2，160万円
12.0%

国庫支出金
2億2，160万円
12.0%

村税 １億１，475万円
6.2%

繰越金 ５，８００万円 3.1%

寄付金 3，226万円 1.8%

消防費
１億3，498万円 7.3％

教育費
１億6,471万円

8.9％

教育費
１億6,471万円

8.9％

土木費
2億8，290万円
15.4％

公債費
2億1,926万円

11.9％

公債費
2億1,926万円

11.9％

民生費
３億1,446万円
17.1％

民生費
３億1,446万円
17.1％

土木費
2億8，290万円
15.4％

総務費
4億2,043万円
22.8％

農林商工費
1億4,830万円

8.0％

衛生費 １億1,212万円 6.1％
議会費 3，864万円 2.1％ 予備費 ７００万円 0.4％

諸収入 2，672万円 1.5%

各種交付金 3，519万円 1.9%
地方譲与税 ２，346万円 1.3%
その他 1，870万円 1.0%

村債
2億5，000万円
13.5%

県支出金
１億2，466万円

6.8%

義務的経費
7億1,979万円
39％

投資的経費
3億8,880万円
21％

投資的経費
3億8,880万円
21％

補助費
2億6,598万円

14%

物件費
2億7,087万円

15%

補助費
2億6,598万円

14%

物件費
2億7,087万円

15%

繰出金
1億6,379万円 9%

その他 3,357万円 2%

平成28年度の予算総額は28億3,280万円(前年
度比：9,550万円の減)となります。そのうち、一般
会計は18億4,280万円(前年度比：1億1,220万円
の減)となります。

一般会計歳入
財源別予算額

一
般
会
計
歳
入

・
村
税　
前
年
度
の
収
入
状
況
等
を
踏

ま
え
算
定
し
て
い
る
個
人
村
民
税
及

び
固
定
資
産
税
の
減
収
。

　
▽
前
年
度
比
：
２
７
９
万
４
千
円
減

・
地
方
交
付
税　
国
勢
調
査
に
お
け
る

人
口
減
少
及
び
過
疎
債
等
の
償
還
額

減
少
に
よ
り
減
収
。

　
▽
前
年
度
比
：
２
，
７
５
４
万
円
減

・
国
庫
支
出
金　
国
民
番
号
法
シ
ス
テ

ム
構
築
業
務
、
村
道
小
長
尾
線
改
良

及
び
主
要
村
道
の
舗
装
等
事
業
費
の

減
に
よ
り
減
収
。

　
▽
前
年
度
比
：
６
，
２
６
２
万
円
減

・
県
支
出
金　
施
業
放
置
林
整
備
、
里

山
再
生
事
業
等
事
業
費
の
減
に
よ
り

減
収
。

　
▽
前
年
度
比
：
１
，
８
７
５
万
円
減

・
村
債　
村
道
亀
山
線
等
舗
装
補
修
、

橋
梁
補
強
整
備
等
事
業
費
の
減
に
よ

り
減
収
。

　
▽
前
年
度
比
：
２
，
７
６
０
万
円
減



5

地方交付税
9億3，746万円
50.9%国庫支出金

2億2，160万円
12.0%

国庫支出金
2億2，160万円
12.0%

村税 １億１，475万円
6.2%

繰越金 ５，８００万円 3.1%

寄付金 3，226万円 1.8%

消防費
１億3，498万円 7.3％

教育費
１億6,471万円

8.9％

教育費
１億6,471万円

8.9％

土木費
2億8，290万円
15.4％

公債費
2億1,926万円

11.9％

公債費
2億1,926万円

11.9％

民生費
３億1,446万円
17.1％

民生費
３億1,446万円
17.1％

土木費
2億8，290万円
15.4％

総務費
4億2,043万円
22.8％

農林商工費
1億4,830万円

8.0％

衛生費 １億1,212万円 6.1％
議会費 3，864万円 2.1％ 予備費 ７００万円 0.4％

諸収入 2，672万円 1.5%

各種交付金 3，519万円 1.9%
地方譲与税 ２，346万円 1.3%
その他 1，870万円 1.0%

村債
2億5，000万円
13.5%

県支出金
１億2，466万円

6.8%

義務的経費
7億1,979万円
39％

投資的経費
3億8,880万円
21％

投資的経費
3億8,880万円
21％

補助費
2億6,598万円

14%

物件費
2億7,087万円

15%

補助費
2億6,598万円

14%

物件費
2億7,087万円

15%

繰出金
1億6,379万円 9%

その他 3,357万円 2%

一般会計歳出
財源別予算額

一般会計
性質別予算額

一
般
会
計
歳
出

・
総
務
費　
地
域
お
こ
し
協
力
隊
導
入

及
び
避
難
所
耐
震
改
修
事
業
等
に
よ

り
増
加

　
▽
前
年
度
比
：
１
億
３
０
９
万
円
増

・
民
生
費　
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

繰
出
金
等
に
よ
り
増
加
。

　
▽
前
年
度
比
：
７
９
２
万
円
増

・
衛
生
費　
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計

繰
出
金
等
に
よ
り
増
加
。

　
▽
前
年
度
比
：
２
３
７
万
円
増

・
農
林
商
工
費　
曽
爾
高
原
周
辺
駐
車

場
整
備
事
業
完
了
等
に
よ
り
減
少
。

　
▽
前
年
度
比
：
５
，
３
８
２
万
円
減

・
土
木
費　
村
道
亀
山
線
等
舗
装
補
修

事
業
費
等
に
よ
り
減
少

　
▽
前
年
度
比
：
１
億
７
８
０
万
円
減

・
消
防
費　
県
防
災
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整

備
負
担
金
等
に
よ
り
増
加

　
▽
前
年
度
比
：
２
，
０
９
２
万
円
増

・
教
育
費　
伊
勢
本
街
道
整
備
事
業
等

に
よ
り
増
加

　
▽
前
年
度
比
：
３
，
４
３
１
万
円
増

・
公
債
費　
過
疎
対
策
事
業
債
等
の
償

還
額
等
の
減
少

　
▽
前
年
度
比
：
１
億
１
，
５
７
６
万

円
減

地方交付税
9億3，746万円
50.9%国庫支出金

2億2，160万円
12.0%

国庫支出金
2億2，160万円
12.0%

村税 １億１，475万円
6.2%

繰越金 ５，８００万円 3.1%

寄付金 3，226万円 1.8%

消防費
１億3，498万円 7.3％

教育費
１億6,471万円

8.9％

教育費
１億6,471万円

8.9％

土木費
2億8，290万円
15.4％

公債費
2億1,926万円

11.9％

公債費
2億1,926万円

11.9％

民生費
３億1,446万円
17.1％

民生費
３億1,446万円
17.1％

土木費
2億8，290万円
15.4％

総務費
4億2,043万円
22.8％

農林商工費
1億4,830万円

8.0％

衛生費 １億1,212万円 6.1％
議会費 3，864万円 2.1％ 予備費 ７００万円 0.4％

諸収入 2，672万円 1.5%

各種交付金 3，519万円 1.9%
地方譲与税 ２，346万円 1.3%
その他 1，870万円 1.0%

村債
2億5，000万円
13.5%

県支出金
１億2，466万円

6.8%

義務的経費
7億1,979万円
39％

投資的経費
3億8,880万円
21％

投資的経費
3億8,880万円
21％

補助費
2億6,598万円

14%

物件費
2億7,087万円

15%

補助費
2億6,598万円

14%

物件費
2億7,087万円

15%

繰出金
1億6,379万円 9%

その他 3,357万円 2%
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平
成
28
年
第
１
回
曽
爾
村
議
会
定

例
会
は
、
３
月
11
日
か
ら
同
月
30
日

ま
で
の
20
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
、

25
日
に
閉
会
し
ま
し
た
。

　
本
定
例
会
は
、
平
成
28
年
度
施
政

方
針
や
教
育
方
針
に
基
づ
く
事
業
な

ど
当
初
予
算
を
審
議
し
ま
し
た
。

　
私
が
村
長
に
就
任
さ
せ
て
頂
き
早

２
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。
そ
の
間
、
議

員
各
位
を
は
じ
め
村
民
の
皆
さ
ま
方

に
は
、
村
政
の
推
進
に
深
い
ご
理
解

と
ご
協
力
、
そ
し
て
、
ご
支
援
を
賜

り
、
心
か
ら
厚
く
御
礼
の
申
し
上
げ

ま
す
。

  

村
政
の
基
本
原
点
は
、
村
民
が
ふ

る
さ
と
を
愛
し
、
村
づ
く
り
に
参
画

し
「
住
ん
で
み
た
い
」
、
「
住
ん
で

よ
か
っ
た
」
と
実
感
で
き
る
村
づ
く

り
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
「
行

政
・
議
会
・
住
民
」
が
一
体
と
な
っ

て
、
住
民
総
参
加
に
よ
る
む
ら
づ
く

り
を
基
本
理
念
と
し
て
、
村
政
運
営

に
全
力
で
努
め
て
参
り
ま
す
、

  

本
村
の
緊
急
の
課
題
は
、
過
疎

化
、
人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
る

こ
と
が
重
要
課
題
で
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。
こ
の
課
題
を
克
服
す
る
た

め
、
平
成
27
年
度
に
策
定
し
ま
し

た
、
「
曽
爾
村
過
疎
地
域
自
立
促
進

計
画
」
及
び
「
曽
爾
村
地
域
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
創
生
戦
略
」
の
推
進
が

不
可
欠
で
す
。

  
国
で
は
、
平
成
27
年
度
補
正
予
算

と
し
て
、
「
地
方
創
生
加
速
化
交
付

金
」
１
千
億
円
を
計
上
し
、
今
、
通

常
国
会
で
成
立
し
ま
し
た
。
こ
の
加

速
化
交
付
金
は
、
地
方
創
生
地
方
総

合
戦
略
の
取
り
組
み
の
先
駆
性
を
高

め
、
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
の
加
速
化
が
図

ら
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
地
方
に
お
け

る
安
定
し
た
雇
用
創
出
、
地
方
へ
の

新
し
い
人
の
流
れ
、
ま
ち
の
活
性
化

な
ど
、
目
に
見
え
る
地
方
創
生
の
実

現
に
寄
与
す
る
た
め
に
取
り
組
む
こ

と
と
し
て
お
り
、
本
村
も
こ
の
加
速

化
交
付
金
を
活
用
し
、
仮
称
「
一
般

社
団
法
人
曽
爾
村
農
林
業
公
社
」
の

設
立
や
各
地
域
で
の
新
し
い
切
り
口

で
の
取
り
組
み
な
ど
、
昨
年
策
定
い

た
し
ま
し
た
「
創
生
戦
略
」
を
着
実

に
実
行
し
て
い
き
ま
す
。

　
曽
爾
村
の
創
生
は
、
村
民
の
ご
理

解
と
ご
協
力
、
そ
し
て
、
何
よ
り
も

村
民
の
や
る
気
が
不
可
欠
で
あ
り
ま

す
。
村
民
皆
様
の
知
恵
と
力
の
結
集

で
、
「
ひ
と
を
育
て
」
、
「
ひ
と
を

残
し
」
、
先
人
か
ら
受
け
継
い
だ
自

然
豊
か
な
ふ
る
さ
と
曽
爾
村
を
次
世

代
へ
つ
な
ぐ
一
歩
と
な
る
よ
う
、
努

力
し
て
参
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　
曽
爾
村
教
育
委
員
会
は
、
子
ど
も

が
基
礎
的
・
基
本
的
な
学
力
を
身
に

付
け
、
豊
か
な
知
性
や
感
性
、
道
徳

性
や
体
力
を
は
ぐ
く
み
、
人
間
性
豊

か
に
成
長
す
る
こ
と
を
願
い
、
ま
た

そ
れ
ぞ
れ
の
村
民
が
文
化
的
教
養
を

高
め
、
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
み
、
健
康

で
豊
か
な
人
間
形
成
を
図
る
こ
と
が

で
き
る
こ
と
を
願
い
、
以
下
の
「
教

育
目
標
」
を
掲
げ
て
い
ま
す
。
そ
し

て
、
教
育
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に

６
つ
の
「
基
本
方
針
」
に
基
づ
い
て

教
育
行
政
を
推
進
し
ま
す
。

曽
爾
村
教
育
目
標

①
互
い
の
人
権
を
尊
重
し
、
思
い
や

り
と
規
範
意
識
の
あ
る
村
民

②
ふ
る
さ
と
曽
爾
を
愛
し
、
社
会
に

貢
献
し
よ
う
と
す
る
村
民

③
自
ら
学
び
考
え
行
動
す
る
、
個
性

と
創
造
力
豊
か
な
村
民

曽
爾
村
教
育
の
基
本
方
針

【
基
本
方
針
１
】「
豊
か
な
心
や
感
性

を
は
ぐ
く
む
教
育
の
推
進
」

【
基
本
方
針
２
】「
確
か
な
学
力
の
向

上
と
個
性
の
伸
長
」

【
基
本
方
針
３
】「
心
と
体
の
健
康
づ

く
り
の
推
進
」

【
基
本
方
針
４
】「
ふ
る
さ
と
の
よ
さ

を
誇
れ
る
教
育
の
推
進
」

議
会
だ
よ
り

総
額　
28
億
３
，
２
８
０
万
円

　
（
一
般
会
計　
18
億
４
，
２
８
０
万
円
）（
特
別
会
計　
９
億
９
，
０
０
０
万
円
）

平
成
28
年
度
当
初
予
算
可
決
（一般
会
計
・
特
別
会
計
）

 

第
１
回 
定
例
会 

３
月
11
日
～
３
月
25
日
（
15
日
間
）

芝
田
村
長
の
施
政
方
針 

（
要
旨
）

教
育
方
針 

（
要
旨
）
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【
基
本
方
針
５
】「
安
心
と
、
魅
力
・

活
力
あ
る
学
校
教
育
の
推
進
」

【
基
本
方
針
６
】「
生
涯
学
習
環
境
の

整
備
・
充
実
」

　
今
後
、
更
な
る
教
育
の
質
の
向

上
、
小
規
模
・
少
人
数
学
級
の
デ
メ

リ
ッ
ト
の
緩
和
と
解
消
、
そ
し
て
将

来
に
わ
た
っ
て
学
校
を
存
続
さ
せ
る

た
め
に
、
早
期
に
「
曽
爾
村
小
中
一

貫
教
育
校
」
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

本
年
度
に
は
「
曽
爾
村
小
中
一
貫
教

育
推
進
協
議
会
」
を
立
ち
上
げ
て
、

児
童
生
徒
及
び
教
員
の
連
携
・
交
流

を
一
層
深
め
る
と
と
も
に
、
小
中
学

校
共
通
の
教
育
目
標
や
め
ざ
す
子
ど

も
像
の
設
定
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
編

成
な
ど
に
取
組
み
、
９
年
間
を
見
通

し
た
教
育
を
推
進
し
ま
す
。

□
曽
爾
村
情
報
公
開
・
個
人
情
報
保

護
・
行
政
不
服
審
査
会
条
例
の

制
定

・
行
政
不
服
審
査
法
の
改
正
に
伴

い
、
新
た
に
制
定
す
る
も
の
で

す
。

□
曽
爾
村
課
設
置
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

・
役
場
の
機
構
改
革
に
よ
り
企
画

課
と
保
健
福
祉
課
を
新
た
に
設

置
。
税
務
課
と
住
民
生
活
課
を

統
合
し
、
税
務
課
を
廃
止
。
総

務
課
と
ふ
れ
あ
い
推
進
課
を
統

合
し
、
ふ
れ
あ
い
推
進
課
を
廃

止
す
る
も
の
で
す
。

□
行
政
不
服
審
査
法
の
施
行
に
伴
う

関
係
条
例
の
整
備
に
関
す
る
条

例
・
行
政
不
服
審
査
法
が
平
成
28
年

４
月
１
日
に
施
行
さ
れ
る
に
伴

い
、
所
要
の
改
正
を
す
る
も
の

で
す
。

□
曽
爾
村
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

会
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
・
行
政
不
服
審
査
法
が
平
成
28
年

４
月
１
日
に
施
行
さ
れ
る
に
伴

い
、
所
要
の
改
正
を
す
る
も
の

で
す
。

□
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の
も
の

の
報
酬
、
費
用
弁
償
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

・
選
挙
報
酬
に
つ
い
て
国
の
補
助
基

準
と
同
様
と
し
、
ま
た
、
地
域

お
こ
し
協
力
隊
員
及
び
外
国
語

指
導
助
手
の
給
与
を
報
酬
に
変

更
す
る
た
め
所
要
の
改
正
を
す

る
も
の
で
す
。

□
曽
爾
村
議
会
議
員
の
報
酬
等
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

・
「
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の
も

の
の
報
酬
、
費
用
弁
償
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
」
の
改
正
に
伴
い
、
条
項
ず

れ
を
解
消
す
る
た
め
所
要
の
改

正
を
す
る
も
の
で
す
。

□
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

・
地
方
公
務
員
法
の
一
部
が
改
正
さ

れ
た
こ
と
に
伴
い
、
条
項
ず
れ

を
解
消
す
る
た
め
所
要
の
改
正

を
す
る
も
の
で
す
。

□
曽
爾
村
の
一
般
職
の
職
員
の
給
与

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

・
人
事
院
勧
告
に
よ
る
法
律
の
施
行

に
伴
い
、
所
要
の
改
正
を
す
る

も
の
で
す
。

□
職
員
の
旅
費
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

・
地
方
公
務
員
法
の
一
部
が
改
正
さ

れ
た
こ
と
に
伴
い
、
条
項
ず
れ

を
解
消
す
る
た
め
所
要
の
改
正

を
す
る
も
の
で
す
。

□
曽
爾
村
集
会
所
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

・
今
井
集
会
所
並
び
に
丸
瀬
集
会
所

の
解
体
に
伴
い
、
所
要
の
改
正

を
す
る
も
の
で
す
。

□
曽
爾
村
介
護
保
険
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

・
新
た
に
設
け
ら
れ
た
在
宅
医
療
や

介
護
連
携
事
業
、
生
活
支
援
体

制
整
備
事
業
、
認
知
症
総
合
支

援
事
業
等
を
早
期
に
開
始
す
る

た
め
、
所
要
の
改
正
を
す
る
も

の
で
す
。

□
曽
爾
村
消
防
団
員
等
公
務
災
害
補

償
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
・
行
政
不
服
審
査
法
が
平
成
28
年

４
月
１
日
に
施
行
さ
れ
る
に
伴

い
、
所
要
の
改
正
を
す
る
も
の

で
す
。

□
曽
爾
村
公
民
館
条
例
の
廃
止

・
曽
爾
村
中
央
公
民
館
の
解
体
に
よ

り　
廃
止
し
た
も
の
で
す
。

□
副
村
長
の
選
任
に
つ
い
て

・
副
村
長
の
任
期
満
了
に
伴
い
、
選

任
同
意
し
た
も
の
で
す
。

　
　
副
村
長　
德
田　
守　
氏

　
　
任
期　
平
成
32
年
３
月
31
日

■
人
事
案
件

主
な
議
案
と
審
議
結
果

■
条
　
例

本会議場の様子
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□
平
成
27
年
度
曽
爾
村
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
７
号
）

・
既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
総
額
に

そ
れ
ぞ
れ
３
４
５
，
１
５
３
千

円
を
増
額
し
、
歳
入
歳
出
予
算

の
総
額
は
、
そ
れ
ぞ
れ
２
，

５
３
９
，
８
２
４
千
円
と
な
り

ま
し
た
。

　
　
主
な
内
容
は
、
地
方
創
生
加
速

化
交
付
金
の
追
加
、
国
の
補
正

予
算
に
よ
る
地
積
調
査
事
業
の

増
額
、
財
政
調
整
基
金
な
ど
の

積
立
金
の
増
額
、
そ
の
他
不
用

額
の
減
額
を
す
る
も
の
で
す
。

□
平
成
27
年
度
曽
爾
村
国
民
健
康
保

険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
５

号
）

・
既
定
の
事
業
勘
定
の
歳
入
歳
出

予
算
総
額
に
そ
れ
ぞ
れ
１
２
，

３
９
３
千
円
を
増
額
し
、
歳
入

歳
出
予
算
の
総
額
は
、
そ
れ
ぞ

れ
３
１
１
，
１
１
７
千
円
に
、

既
定
の
直
営
診
療
所
施
設
勘
定

の
歳
入
歳
出
予
算
総
額
か
ら

５
，
４
２
９
千
円
を
減
額
し
、

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
は
、
そ

れ
ぞ
れ
１
６
０
，
１
５
２
千
円

と
な
り
ま
し
た
。

　
　
主
な
内
容
は
、
事
業
勘
定
で
は

療
養
給
付
費
の
増
額
、
直
営
診

療
施
設
操
出
金
の
増
額
に
よ
る

も
の
で
す
。

　
　
直
営
診
療
施
設
勘
定
で
は
、
医

科
並
び
に
歯
科
医
師
人
件
費
等

の
減
額
、
医
療
用
消
耗
材
料
費

の
減
額
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬

品
へ
の
移
行
に
伴
う
医
療
用
衛

生
材
料
費
の
減
額
な
ど
に
よ
る

も
の
で
す
。

□
平
成
27
年
度
曽
爾
村
簡
易
水
道
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
３

号
）

・
既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
総
額
か
ら

そ
れ
ぞ
れ
４
１
，
１
３
９
千
円

を
減
額
し
、
歳
入
歳
出
予
算
の

総
額
は
、
そ
れ
ぞ
れ
１
８
２
，

２
４
９
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

  　
主
な
内
容
は
、
簡
易
水
道
再

編
事
業
の
補
助
対
象
事
業
費
の

確
定
に
よ
り
減
額
す
る
も
の
で

す
。

□
平
成
27
年
度
曽
爾
村
住
宅
新
築
資

金
等
貸
付
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
２
号
）

・
償
還
推
進
助
成
事
業
補
助
金
の

交
付
が
決
定
さ
れ
た
こ
と
に
よ

り
、
項
目
間
を
補
正
す
る
も
で

す
。
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額

は
、
１
０
９
，
２
６
７
千
円
で

す
。

□
平
成
27
年
度
曽
爾
村
介
護
保
険
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

・
既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
総
額
に

そ
れ
ぞ
れ
１
，
４
４
８
千
円
を

減
額
し
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総

額
は
、
そ
れ
ぞ
れ
３
０
２
，

５
７
１
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
　

主
な
内
容
は
、
認
定
調
査
費

や
ケ
ア
プ
ラ
ン
作
成
委
託
料
な

ど
、
不
用
額
を
減
額
す
る
も
の

で
す
。

□
平
成
27
年
度
曽
爾
村
後
期
高
齢
者

医
療
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

１
号
）

・
既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
総
額

に
そ
れ
ぞ
れ
５
７
１
千
円
を

減
額
し
、
歳
入
歳
出
予
算
の

総
額
は
、
そ
れ
ぞ
れ
２
９
，

３
２
９
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
　
主
な
内
容
は
広
域
連
合
納
付
金

の
減
額
に
よ
る
も
の
で
す
。

 　
条
例
、
平
成
28
年
度
当
初
予

算
、
平
成
27
年
度
一
般
会
計
・

特
別
会
計
補
正
予
算
、
人
事
案

件
は
全
員
賛
成
で
原
案
ど
お
り

可
決
・
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
３
名
の
議
員
か
ら
４
つ
の
質
問

が
あ
り
ま
し
た
。
詳
細
は
、
５

月
号
に
掲
載
し
ま
す
。

　
次
回
の
定
例
会
は
、
６
月
で
す
。

　

本
会
議
や
常
任
委
員
会
・
特
別

委
員
会
は
一
般
に
公
開
さ
れ
、
個

人
で
も
団
体
で
も
自
由
に
傍
聴
で
き

ま
す
。
傍
聴
は
、
議
会
活
動
に
触
れ

る
最
も
身
近
な
方
法
で
も
あ
り
ま
す

か
ら
、
自
分
の
選
ん
だ
議
員
の
活
動

や
村
政
の
方
針
な
ど
を
実
地
に
見
聞

で
き
る
議
会
の
傍
聴
を
お
勧
め
し
ま

す
。

　
傍
聴
に
あ
た
っ
て
は
、
会
議
当
日

に
議
場
傍
聴
席
入
り
口
に
あ
る
傍
聴

人
受
付
簿
に
住
所
・
氏
名
・
年
齢
を

ご
記
入
し
て
い
た
だ
く
だ
け
で
傍
聴

し
て
い
た
だ
け
ま
す
。

　
な
お
、
議
会
日
程
等
は
、
ケ
ー
ブ

ル
テ
レ
ビ
等
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
審
議
結
果

■
一
般
質
問

■
議
会
傍
聴
の
お
知
ら
せ

■
補
正
予
算

地域おこし協力隊のみなさんと
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田
代
公
隆
さ
ん
は
、平
成
14
年
度
か
ら

介
護
相
談
員
と
し
て
ご
活
動
い
た
だ
い
て
い

て
お
り
、永
年
の
活
動
を
讃
え
ら
れ
介
護
相

談・地
域
づ
く
り
連
絡
会
か
ら
介
護
相
談
員

永
年
功
労
者
表
彰
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
介
護
認
定
を
受
け
ら
れ
て
い
る
方
や
そ
の

ご
家
族
の
方
な
ど
か
ら
介
護
サ
ー
ビ
ス
に
関

す
る
疑
問
な
ど
を
お
聴
き
し
、相
談
に
応
じ

る
な
ど
し
て
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
永
年

取
組
ま
れ
、今
回
の
表
彰
は
、こ
れ
ら
の
功

績
を
讃
え
る
も
の
で
す
。

　
３
月
25
日（
金
）に
卒

園
式
が
お
こ
な
わ
れ
、

９
名
の
子
ど
も
た
ち
が

一
人
ひ
と
り
卒
園
証
書

を
受
け
取
り
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
は
、今
ま

で
育
て
て
く
れ
た
家
族

の
方
や
地
域
の
方
々
に

感
謝
の
気
持
ち
を
た

く
さ
ん
伝
え
ま
し
た
。

多
く
の
方
た
ち
に
見
守

ら
れ
、喜
び
の
涙
を
た

く
さ
ん
流
し
た
感
動
で

い
っ
ぱ
い
の
卒
園
式
と

な
り
ま
し
た
。

介
護
相
談
員
の
活
動
で

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

ご卒園おめでとうございます！小学校に行っても元気に頑張って下さいね。

「5年分のありが
とう」の手紙を読
みました。

手作りのプレ
ゼント交換。

卒園式が行われました

卒
園
証
書
や
記
念
品
を
立
派
に
受
け
取
り

ま
し
た
。
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 ● 山本雅則指導主事就任
　梶岡俊之指導主事が３月で退職し、後任に山本雅則指導主事（前御杖中学校長）が就
任しました。奈良県教育委員会の「へき地市町村指導主事共同設置事業」を活用して、
御杖村教育委員会との兼務で週２日のペースで勤務します。
　本村での指導主事の主な仕事は「小中一貫教育に向けた連絡調整や交流の促進、及び
グランドデザインをはじめ特色ある教育課程の編成」「児童生徒の学力向上と小中学校
教員の資質向上のための支援･指導」などです。

 ● 診療所より医科医師交代のお知らせ
　懇切丁寧に診療いただいた宮前了輔医師が３月31日付けで退任され、近畿大学医学部奈良
病院に赴任されました。
　代わって奈良県総合医療センターより鈴木里香医師が着任されました。今後とも宜しくお願
い致します。

人事、財政、給与、行政、消防、防災、交通安全、統計、広報、選挙、
電子情報、選挙管理委員会、監査委員、公平委員会

出納室

総合計画、定住促進、農林業公社、地方創生、地域おこし協力隊、地域
づくり

税務全般、戸籍、住民票、在留関連、印鑑登録、国民年金、国民健康保
険、後期高齢者医療、児童手当、環境衛生、固定資産評価審査委員会

社会福祉、児童福祉、保健予防、介護保険、障害者自立支援、地域包括
支援センター、診療所、保育園、老人福祉センター、災害救助

農林水産、商工業、農地、農業委員会、狩猟、計量、開発促進、観光、
地積調査、簡易水道、道路、橋梁、河川、住宅、災害防止・復旧

教育行政、学校教育、社会教育、公民館・図書館の設置及び管理、史跡、
文化財保護、男女共同参画、人権施策

議会事務全般

総 務 課

会計管理者

企 画 課

住民生活課

保健福祉課

地域建設課

教 育 長

事 務 局

副村長

教 育 委 員 会

議 会 事 務 局

村 長

総務課・企画課・出納室・議会事務局
住 民 生 活 課
保 健 福 祉 課

☎９４－２１０１
☎９４－２１０２
☎９４－２１０３

教 育 委 員 会
地 域 建 設 課
観 光 案 内

☎９４－２１０４
☎９４－２１０５
☎９４－２１０６

● それぞれの課への直通電話は次のとおりとなります。

曽爾村役場組織図
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平成28年4月1日付人事異動

曽爾中学校

異　動　先
住民生活課長
保健福祉課長兼老人福祉センター所長
国民健康保険診療所事務長
企画課長
保健福祉課主幹
教育委員会事務局主幹
会計管理者
住民生活課長補佐
総務課長補佐
地域建設課長補佐
住民生活課
地域建設課
保健福祉課
地域建設課
企画課
保健福祉課
保健福祉課
総務課
住民生活課
企画課
総務課
教育委員会事務局
平成28年3月31日付け退職

税務課長補佐
総務課

氏　　　名
丸 瀬 美 智 男

宇 山 　 修 二

細 谷 　 忠 弘
木 治 　 澄 子
佐 伯 　 　 昇
小 西 　 利 明
森 澤 　 英 之
上 田 　 吉 宣
宇 山 　 充 志
礒 野 　 千 章
吉 田 　 雅 典
椿 根 　 純 子
谷 口 　 勝 昭
平 畠 　 一 史
井 本 　 貴 久
杉 藤 　 宏 信
世 利 　 清 美
山 脇 貴 久 子
髙 松 　 和 弘
阪 上 　 　 翼
會 田 　 信 也
退 　 職

山 本 　 吉 修
今 西 　 弘 子

【転入】　教頭　森田真視
【新規】　校務員　髙山雅子
【転出】　教頭　中山眞一
【退職】　校務員　待鳥陽子 

曽爾小学校より

曽爾小学校へ

曽爾小学校

【転入】　教頭　中山眞一
【転入】　講師　荻田幸祐
【転入】　講師　岡﨑恭子
【転出】　教頭　森田真視
【転出】　講師　竹内玄樹

曽爾中学校より

曽爾中学校へ
浮孔小学校へ

前　　　職
会計管理者　税務課長
住民生活課長兼老人福祉センター所長
国民健康保険診療所事務長
総務課長補佐
住民生活課長補佐
ふれあいセンター所長兼ふれあい推進課長補佐
地域建設課長補佐
総務課長補佐
住民生活課長補佐
地域建設課
税務課
桜井宇陀広域連合派遣
住民生活課
教育委員会事務局
総務課
地域建設課
住民生活課
住民生活課
税務課
新規採用
新規採用
新規採用
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新しい地域おこし協力隊員を紹介します新しい地域おこし協力隊員を紹介します

　曽爾村地域おこし協力隊の委嘱式が４月１日、村役場で行われました。既存隊員3名に加え、新たに協力
隊のメンバー10名が加わりました。若い力を曽爾村で発揮し、新風を吹かせてくださることを期待しま
す。新隊員は下記のとおりです。

名 前
出 身
活動分野
抱 負

山本　佑子
愛知県豊明市
農業（ほうれん草）
初めての農業ですが、早く仕
事を覚えて独り立ちできるよ
うになりたいです！！

名 前
出 身
活動分野
抱 負

谷　紀彦
徳島県徳島市
農業（ほうれん草）
できるだけ早く地域にとけこ
みほうれん草農家として独立
したいです。

名 前
出 身
活動分野
抱 負

浅田　仁美
兵庫県明石市
農業（トマト）
まずは普通のトマトを作れるよ
うになりたいです。

名 前
出 身
活動分野
抱 負

中野　展宏
大阪府堺市
農業（トマト）
農家として自立し、若手農家
の増加につなげられるような
人間になりたいです。

名 前
出 身
活動分野
抱 負

加藤　景三
兵庫県西宮市
自伐型林業
山を守る仕事に誇りを持って
活動していきたい。

名 前
出 身
活動分野
抱 負

林　　宙
奈良市
森林組合
山主さんや林業に関わる人が
皆明るい将来に希望を持てる
ように！

名 前
出 身
活動分野
抱 負

佐々木　翔平
大阪府茨木市
葛・太良路地域ビジネス
特産品の開発・製造・販売を通
し、村民による村民のための
地域おこしに協力します。

名 前
出 身
活動分野
抱 負

大西　伸幸
奈良市
仮称（一社）農林業公社
村の人の声をきいて様々な問
題に取り組んでいきたいと思
います。

名 前
出 身
活動分野
抱 負

竹川　敏史
大阪府高槻市
（一財）観光振興公社
村の特産品を多くの方に触れ
ていただけるように頑張りま
す！

名 前
出 身
活動分野
抱 負

佐藤　未智代 
生駒市 
小長尾地域ビジネス 
人と自然が豊かになるように、村の人の笑顔
が増えるように、みなさんと楽しみながらがん
ばりたいと思います。
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今年度より、かん・びん以外の不燃物の出し方がかわります。
環境美化のため、収集日の前日に出してください。

◎収集時間は収集量により一定ではありませんので、必ず各収集日の前日に出してください。
◎周辺地域への迷惑、また分別作業の妨げになりますので、きまり事は必ず守ってください。
◎きまり事を守っていないものについては、収集しません。
◎詳しい分別方法・収集場所等については、「ごみの分別（出し方）について」をご覧ください。
◎上記品目の収集場所は全て不燃物の指定収集場所です。今年度より、公民館や集落センター等での

回収はありません。
◎わからないことがありましたら、曽爾村役場 住民生活課(☎94-2102）までお気軽にお電話くださ

い。

　今年度から、収集の仕方が変わります。出し方、収集場所にご注意下さい。
　一度に多くの品目を回収しますので、的確に分別していただきますようお願いします。

回 収 日　平成２８年５月７日㈯　※前日の６日㈮に収集場所に出してください。
集積場所　不燃物収集場所（かん・びんと同じ）
品　　目　蛍光灯（丸管）、蛍光灯（直管）、電球、乾電池、割れた蛍光灯、割れた電球、水銀

体温計、陶器、板ガラス、割れたガラス、電気カーペット、電気毛布、小型家電
出 し 方　収集場所に、品目ごとに分別し、蛍光灯、乾電池など袋に入れられるものは破れにく

い袋に入れ、入らない物はひもで縛るなどして出してください。
　　　　　・ボタン電池はテープで絶縁して出して下さい。
　　　　　・割れていない蛍光灯は紙などでくるんで出して下さい。
そ の 他　・業者の方は、自己責任により適切に処理してください。
　　　　　・自動車のバッテリーは回収できません。
　　　　　・じゅうたんや普通のカーペットは回収できません。
　　　　　・家電４品目（テレビ、エアコン、冷蔵庫、洗濯機）は回収できません。

問い合わせ先：曽爾村役場　住民生活課（☎94-2102）

平成28年度 一般家庭からでる不燃物の収集について

蛍光灯・乾電池・陶器・ガラス・電気カーペット・小型家電等の収集について

品　　　目

☆かん・びん
☆粗大金属 毎月21日

平成28年

 5 月 7 日 ㈯

 8 月 6 日 ㈯

12月 3 日 ㈯

○かん・びんは必ず中をすすいでから指定の袋に入れて
　ください。
○びんの収集袋に陶器類は入れないでください。
○タイヤ等のゴム類は必ず外して出してください。
○エンジン部分等のオイル類は必ず抜き取ってください。
○粗大金属の収集対象は金属部分のみです。 
○粗大金属も収集場所はかん･びんと同じです。

○陶器・板ガラス・割れた蛍光灯は、破れにくい袋に入
　れてください。
○各品目ごとに分けて袋に入れて出して下さい。
○割れていない蛍光灯は、紙などでくるんで出してくだ
　さい。
○収集場所はかん･びんと同じです。

☆陶器・板ガラス
☆電化製品
☆蛍光灯･電池・水銀体温計
☆電気毛布・電気カーペット

収　集　日 き　ま　り　事
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４０歳以上の国民健康保険加入者または
７５歳以上の後期高齢者

３５歳以上

４０歳以上

３５歳以上

４０歳以上の男性

４０歳以上（今まで受けたことのない方）

４０歳以上

２０歳以上の女性（昨年受けていない方）

４０歳以上の女性（昨年受けていない方）

特定健康診査（診察、身体測定、
尿検査、血液検査、心電図等）

胃がん（バリウムによるX線撮影）

肺がん（X線撮影）

大腸がん（便潜血検査）

前立腺がん（血液検査）

肝炎ウィルス（血液検査）

歯周疾患検診（診察・指導）

子宮頸がん（診察・細胞診）

乳がん（マンモグラフィ）

検 診 項 目

5月28日（土）
30日（月）

7月13日（水）
14日（木）
15日（金）

7月13日（水）
14日（木）
15日（金）
16日（土）

実 施 日対 象 年 齢

500円

喀痰500円
300円

300円

600円

600円

40～49歳
1,500円
50歳以上
1,000円

400円

無料

500円

健診費用

第15期保健推進員のみなさまです。　　　　　（敬称略）

大 字
山 粕
山 粕
山 粕
掛
掛

長 野
長 野
長 野

氏　名
浦谷　仁美
関本多寿子
走出　菊代
大谷ひとみ
今西　玉子
西井　和子
井上　美子
仲西　忠代

大 字
小長尾
小長尾
今 井
今 井
今 井
塩 井
塩 井
葛

氏　名
大向千惠子
大向　英子
広橋　輝美
小林　婦美
山本三枝子
西上冨美子
中河　鈴美
川原美津子

大 字
葛

太良路
太良路
伊賀見
伊賀見
伊賀見
伊賀見
伊賀見

氏　名
西村　裕子
有馬　絹子
杣田　鈴美
橋本かづよ
北出　裕枝
北畠　厚子
政木　文子
松本　優子

2年間、村民の健康づくりのためにご協力いただきます。よろしくお願いします。

申し込み
　各家庭に送付されている申込用紙に記入し、4月25日㈪までに各大字の保健推進員さんへお渡し下さい。
　対象年齢は、平成29年4月1日現在を基準にしています。
　この検診は、JAならけんおよび（財）奈良県農協共済福祉事業団から補助をうけています。

詳しいお問い合わせは、保健福祉課（TEL94-2103）まで　

そに健康づくり計画10か条「第９条 年に1回は家族で健診を受けましょう。」

＊実施場所：曽爾村老人福祉センター
◎ 平成28年度の健診申し込みの受付が始まります！
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高齢者向け肺炎球菌ワクチンのご案内について

定期予防接種

　肺炎は、日本人の死因第３位です。特に高齢者の死亡率は高くなっています。
このような肺炎のうち30～40％が肺炎球菌によるものと考えられています。肺炎
球菌ワクチンは、重症化防止などの効果が期待できます。ぜひ、この機会に予防
接種を行い、重症化を予防しましょう。

注意事項
・過去に肺炎球菌を受けたことのある方は対象外となります。
・各対象者とも、定期予防接種の接種機会は生涯を通じて今回１回のみです。 
 
○申請方法 
●曽爾村・御杖村・宇陀市内の医療機関で受ける場合
　直接医療機関に予約して接種してください。
　＊持ち物：案内ハガキ、自己負担金2,000円、健康保険証、健康手帳（お持ちの方のみ）
●上記外の県内市町村の医療機関で受ける場合
　事前に、保健福祉課で申し込み手続きが必要です。
 （申込み手続きには案内ハガキと2,000円が必要です。）
●県外の医療機関で受ける場合
　直接医療機関に予約して全額負担で接種してください。接種後、2,000円を差し引いた分を助成し
ますので、保健福祉課で手続きをしてください。
　＊持ち物：案内ハガキ、領収書、接種済み証、印鑑

または、60歳以上65歳未満の者であって、心臓、腎臓若しくは呼吸器の機能
又はヒト免疫不全ウイルス（HIV）による免疫の機能に障害を有する方

○期間　平成28年4月1日～平成29年3月31日
○予約　各医療機関（関本医院、曽爾村国保診療所、村外医療機関）へ直接予約下さい。
○助成対象者

○平成30年度までの間は、各当該年度に65歳、70歳、75歳、80歳、85歳、90歳、95歳、100歳となる
方が、定期予防接種の（自己負担2,000円）助成対象となります。
○定期予防接種の対象者以外の方で接種を希望される場合は、1回につき3,000円の助成を行っており、医
療機関で全額支払った後、領収書・接種済み証、印鑑を持って保健福祉課で助成の申請をして下さい。

※ 上記の対象者以外の方へ

対 象 年 齢
  65歳（昭和26年4月2日生～昭和27年4月1日生）
  70歳（昭和21年4月2日生～昭和22年4月1日生）
  75歳（昭和16年4月2日生～昭和17年4月1日生）
  80歳（昭和11年4月2日生～昭和12年4月1日生）
  85歳（昭和6年4月2日生～昭和7年4月1日生）
  90歳（大正15年4月2日生～昭和2年4月1日生）
  95歳（大正10年4月2日生～大正11年4月1日生） 
100歳（大正5年4月2日生～大正6年4月1日生）

回数

１回

内　容

１回につき
自己負担金
2,000円で
接種できます。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～
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20
歳
以
上
の
方
は
、学
生
で
あ
って

も
国
民
年
金
に
加
入
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

　
し
か
し
、学
生
の
方
は一般
的
に
所

得
が
少
な
い
た
め
、ご
本
人
の
所
得
が

一定
額
以
下
の
場
合
、国
民
年
金
保

険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る「
学
生

納
付
特
例
制
度
」が
あ
り
ま
す
。

　
対
象
と
な
る
方
は
、学
校
教
育
法
に

規
定
す
る
大
学（
大
学
院
）、短
期
大

学
、高
等
学
校
、高
等
専
門
学
校
、専

修
学
校
及
び
各
種
学
校（
修
業
年
限1

年
以
上
で
あ
る
課
程
）に
在
学
す
る
学

生
等
で
、ご
本
人
の
前
年
所
得
が
次
の

計
算
式
で
計
算
し
た
金
額
以
下
で
あ

る
こ
と
が
条
件
で
す
。

  

〈
所
得
の
め
や
す
〉

１
１
８
万
円
＋｛ 

扶
養
親
族
等

の
数
×
38
万
円 

｝

　
平
成
28
年
４
月
以
降
学
生
で
あ
っ

て
、学
生
納
付
特
例
制
度
に
よ
り
納

付
猶
予
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は「
学

生
証
の
写
し
」ま
た
は「
在
学
証
明

書
」、「
印
鑑
」を
持
参
の
上
、住
民
生

活
課（
９
４-

２
１
０
２
）も
し
く
は
桜

井
年
金
事
務
所（
０
７
４
４-
４
２-

０
０
３
３
）に
お
い
て
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。

　
平
成
27
年
度
に
学
生
納
付
特
例
制

度
に
よ
り
保
険
料
納
付
を
猶
予
さ
れ

て
い
る
方
で
、平
成
28
年
度
も
引
き
続

き
在
学
予
定
の
方
は
、３
月
下
旬
に
基

礎
年
金
番
号
等
が
印
字
さ
れ
た
ハ
ガ

キ
形
式
の
学
生
納
付
特
例
申
請
書
が

送
付
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、必
要
事
項

を
記
入
し
返
送
い
た
だ
く
こ
と
に
よ

り
、平
成
28
年
度
の
申
請
が
で
き
ま
す
。

（
こ
の
場
合
、在
学
証
明
書
ま
た
は
学

生
証
の
写
し
の
添
付
は
不
要
で
す
。）

　
な
お
、平
成
28
年
度
は
学
生
納
付

特
例
制
度
を
利
用
せ
ず
、保
険
料

の
納
付
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、桜

井
年
金
事
務
所（
０
７
４
４-

４
２-

０
０
３
３
）に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

曽
爾
村
役
場
住
民
生
活
課

　

平
成
28
年
度
税
制
改
正
に
よ

り
、
国
民
健
康
保
険
税
に
お
け
る

負
担
の
公
平
性
と
中
低
所
得
者
の

負
担
の
軽
減
を
図
る
た
め
、
課
税

限
度
額
と
５
割
・
２
割
軽
減
の
対

象
所
得
金
額
が
引
き
上
げ
ら
れ
ま

し
た
。

◆
課
税
限
度
額

　

課
税
限
度
額
と
は
、
１
世
帯
あ

た
り
に
課
税
さ
れ
る
限
度
の
金
額

（
年
額
）
の
こ
と
で
す
。

・
医
療
分
…
54
万
円
（
現
行
52
万

円
）

・
支
援
金
分
…
19
万
円
（
現
行

17
万
円
）

※
介
護
分
（
16
万
円
）
は
変
更
あ

り
ま
せ
ん
。

◆
軽
減
措
置

　

軽
減
措
置
と
は
、
前
年
度
の
所

得
が
基
準
額
以
下
の
場
合
は
均
等

割
と
平
等
割
を
軽
減
す
る
制
度
の

こ
と
で
す
。
世
帯
の
中
で
未
申
告

の
方
が
一
人
で
も
い
る
と
軽
減
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
所

得
が
な
い
場
合
で
も
「
所
得
が
な

い
」
と
い
う
申
告
を
し
て
く
だ
さ

い
。

・
５
割
…
基
礎
控
除
額
（
33
万

円
）
＋
26
．
５
万
円
（
現
行

26
万
円
）
×
被
保
険
者
数

・
２
割
…
基
礎
控
除
額
（
33
万

円
）
＋
48
万
円
（
現
行
47
万

円
）
×
被
保
険
者
数

※
７
割
の
基
準
額
（
33
万
円
以

下
）
は
変
更
あ
り
ま
せ
ん
。

平
成
28
年
度
国
民
年
金
保
険
料
学
生
納
付

特
例
制
度
の
ご
案
内

国
民
健
康
保
険
税
の
一
部
変
更
に
つ
い
て
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奈
良
県
立
二
階
堂
養
護
学
校
で

は
、
障
害
の
あ
る
幼
児
や
児
童
生

徒
の
保
護
者
に
対
し
て
、
就
学
や

療
育
・
教
育
に
つ
い
て
の
教
育
相

談
並
び
に
体
験
学
習
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

〔
教
育
相
談
〕

◎
小
学
部
実
施
日　

毎
週　

火
・

木
曜
日
（
10
時
～
12
時
）、
月
・

木
曜
日
（
13
時
30
分
～
15
時
）

◎
中
学
部
実
施
日　

毎
週　

火
・

木・金
曜
日
（
９
時
40
分
～
12
時
）

◎
高
等
部
実
施
日　

月
曜
日
か
ら

金
曜
日
の
午
前
中　

個
別
に
随

時
実
施
（
９
時
40
分
～
11
時
40

分
）

〔
学
校
見
学
会
〕

◎
小
学
部
実
施
日　

５
月
12
日

（
木
）　
９
時
50
分
～
11
時
40
分

◎
中
学
部
実
施
日　

６
月
８
日

（
水
）

◎
高
等
部
実
施
日　

11
月
17
日

（
木
）
午
前
中
（
中
１・
２
年
生

対
象
）

〔
体
験
学
習
〕

◎
小
学
部
実
施
日　

６
月
15
日

（
水
）　
９
時
50
分
～
11
時
40
分

◎
中
学
部
実
施
日　

火
・
木
・
金

曜
日　
個
別
に
随
時
実
施

◎
高
等
部　
個
別
の
教
育
相
談
後
、

随
時
実
施

※
い
ず
れ
も
、
電
話
で
の
事
前
予

約
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
教
育

相
談
に
つ
い
て
は
、
他
の
曜
日

を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
相
談

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

奈
良
県
立
二
階
堂
養
護
学
校

奈
良
県
天
理
市
庵
治
町

３
５
８
１-

１

☎
０
７
４
３-

６
４-

３
０
８
１

（
窓
口　
各
部
主
事
）

犬を飼われている皆様へ
☆周囲の人に迷惑をかけることなく、いじめたり捨てたりしないで愛情と責任を持って飼いましょう。
☆犬はつないで飼いましょう。
☆犬の登録は、個々の犬に対してのものです。新しい犬を飼われるときは、新たに登録が必要です。
☆犬が死亡したり、飼い主や飼い主の住所が変わった場合、届出が必要です。
☆上記の登録や届出は、普段から役場で受け付けております。
☆狂犬病予防注射は毎年１回受けなければなりません。

平成28年度狂犬病予防集合注射 日程

○犬の登録をされている方には、ハガキ「狂犬病予防注射のお知らせ」を今月末までに郵送しますので、
当日は必ずハガキと集合注射料金3,200円をご持参のうえ、最寄りの会場へお越しください。

○犬の登録をされている方でハガキが届かなかった場合は、役場までご連絡ください。
○犬の登録がお済みでない方も集合注射を受けることができますが、注射前に犬の登録が必要となり、

集合注射料金とは別に登録料3,000円が必要となります。

お問い合わせ先　曽爾村役場　住民生活課　☎94-2102

　９：００～　９：４５

１０：００～１０：４５

１１：００～１１：４５

曽爾ふれあいセンター前

曽爾村役場前

旧下曽爾小学校体育館駐車場

５月13日（金）

実　施　日 時　　　間 実　施　場　所

奈
良
県
立
二
階
堂
養
護
学
校
の
教
育
相
談

並
び
に
体
験
学
習
に
つ
い
て
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業
務
内
容　

学
童
保
育
指
導
員
と

し
て
の
勤
務
（
学
童
保
育
に
参

加
す
る
児
童
の
保
育
と
指
導
）

雇
用
形
態　
パ
ー
ト
労
働
者

雇
用
期
間　

平
成
28
年
５
月
１
日

～
平
成
29
年
３
月
31
日

　

※
勤
務
成
績
等
良
好
な
場
合
に

更
新
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

年
齢　
概
ね
60
歳
ま
で
の
方

就
業
時
間

　
通
常
期
間　
13
時
～
17
時
30
分

　

長
期
休
暇
期
間　

９
時
～
16
時

30
分

賃
金
形
態　

時
間
給
制
、
通
勤
手

当
あ
り
（
片
道
２
㎞
以
上
の
場

合
）

賃
金　
時
給
８
５
０
円

保
険
等　

雇
用
保
険
有
り
、
社
会

保
険
・
厚
生
年
金
無
し

休
日　
学
童
保
育
休
業
日

採
用
人
数　
１
人

学
歴　
不
問

そ
の
他
の
条
件　

要
普
通
自
動
車

運
転
免
許

備
考　

勤
務
時
間
ご
相
談
に
応
じ

ま
す
。

応
募
方
法　

４
月
25
日
17
時
ま

で
に
履
歴
書
を
郵
送
又
は
持
参

に
よ
り
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

（
提
出
し
た
書
類
は
返
却
致
し

ま
せ
ん
。
）

選
考
方
法　

書
類
選
考
及
び
面
接

に
よ
る
（
面
接
の
日
程
は
申
し

込
み
後
調
整
し
ま
す
）

お
問
い
合
わ
せ　

教
育
委
員
会
事

務
局
（
☎
９
４-

２
１
０
４
）

春
期
農
作
業
賃
金

　
３
月
の
農
業
委
員
会
に
お
い
て
、

春
期
農
作
業
賃
金
を
左
記
の
と
お
り

定
め
ま
し
た
。

　
な
お
、
こ
の
金
額
は
出
し
手
、
受

け
手
の
目
安
と
し
て
定
め
て
い
る
も
の

で
す
。
地
域
に
よ
り
条
件
が
異
な
り

ま
す
の
で
、
双
方
で
話
し
合
い
決
定
し

て
く
だ
さ
い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ

　
曽
爾
村
農
業
委
員
会

　
　
（
役
場
地
域
建
設
課
内
）

　
☎
９
４-

２
１
０
５

対
象　

製
造
職
・
事
務
職
等
の
正

社
員
で
就
職
を
希
望
す
る
方
。

　
説
明
を
聞
く
だ
け
で
も
Ｏ
Ｋ
。

と
き　

５
月
27
日
（
金
）
午
後

１
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分
。

（
12
時
30
分
～
受
付
開
始
）

と
こ
ろ　

宇
陀
市
榛
原
総
合
セ
ン

タ
ー　

３
階
大
ホ
ー
ル
。
（
宇

陀
市
榛
原
萩
原
２
６
１
０-

１
）

内
容　

名
張
・
宇
陀
・
桜
井
地

域
10
社
程
度
の
合
同
就
職
面
接

会
。
履
歴
書
を
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。

　
職
業
相
談
コ
ー
ナ
ー
。

費
用　

参
加
費
無
料
（
予
約
不

要
・
入
退
場
自
由
・
駐
車
場
無

料
）

問
合
せ　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
桜

井
（
☎
０
７
４
４-

４
５-

０
１
１
２
）
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

伊
賀
（
☎
０
５
９
５-

２
１-

３
２
２
１
）

会
場
案
内

　
宇
陀
市
榛
原
総
合
セ
ン
タ
ー

　

近
鉄
大
阪
線
「
榛
原
駅
」
北
口

か
ら
徒
歩
５
分
。
無
料
駐
車
場

１
０
０
台
。

曽
爾
村
農
業
委
員
会

か
ら
の
お
知
ら
せ

９，０００

２５，０００

１０，０００

１５，０００

１１，０００

一般農作業

耕うん＋代かき

耕 う ん

代 か き

機械田植

１日８時間男女
の別、賄なし

１０ａ当たり
 賄なし

区　　分

平成28年度春期農作業賃金　　　　　　　  （単位：円）

平成28年度 備　考

曽
爾
村
臨
時
職
員
（
学
童
保
育
指
導
員
）
の

募
集
に
つ
い
て

「
桜
井
・
名
張
地
域

合
同
就
職
面
接
会
」

開
催
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薬草「大和当帰（やまととうき）」の
苗植えイベント開催します

　曽爾村では今年度、地方創生戦略の一環として、大和当帰（やまととうき）、芍薬（しゃくやく）
など薬草の試験栽培に取り組みます。大和当帰や芍薬の根は、漢方薬の「当帰芍薬散」（とうきしゃ
くやくさん）の原料で、曽爾村でも江戸時代に栽培・出荷されていた歴史のある薬草です。今月
25 日（月）に、先進的に取り組まれている高取町のポニーの里ファームの方を講師に招き、モデ
ル圃場となる大字今井横輪地区の畑で苗植えイベントを開催することになりました。詳細は下記
の通りですので、関心のある方はふるってご参加ください。

日　時：4 月 25 日（月）午前 8 時半集合、9 時スタート
　　　　※雨天の場合は翌日に延期します。
服　装：農作業ができる服装、軍手、帽子
持ち物：いしょくごて、弁当、水筒
集合場所：大字今井「ストア２・７」前の駐車場

問い合わせ　企画課（☎ 94-2101）

目の健康相談

精神科に関する健康相談 5月27日㈮  午後3時～4時

5月25日㈬
午後1時30分～2時30分

相談日の種類

奈良県医師会精神神経科部会

奈良県眼科医会

主催する部会日　　時

予約不要

内科疾患に関する健康相談

5月10日㈫  午後2時～3時

奈良県医師会内科部会予約必要

予約必要

予約の必要

☆平成28年5月 奈良県医師会の学術部会が行う健康相談
お気軽にお問い合せください

場　所　奈良県医師会館　１階　県民健康サービス室（近鉄大和八木駅から北へ徒歩７分）
連絡先　〒634-8502  橿原市内膳町5-5-8  奈良県医師会各主催部会
　　　　☎0744（22）8502　FAX（23）7796

大和当帰の葉（食用・化粧品
の原料に利用されています）

大和当帰の根（薬の原料に利
用されています）
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善　　意　　銀　　行

ご　　厚　　志
　関本泰男様より、村内小・中学校及び保育
園の備品充実のため温かいご厚志を頂きまし
た。
　誠にありがとうございました。

ご結婚おめでとうございます
3月29日　  枚方市　　松　尾　友　和　さん
　　　　　  　葛　      清　水　由　希　さん

葊瀨壽彦さんより
　亡母　ミツエさんの生前のご厚情に対し
　金一封
中　弘文さんより
　亡父　芳夫さんの生前のご厚情に対し
　金一封

尊い善意をお寄せ下さいまして、誠にありがとう
ございました。

謹んでお悔やみ申し上げます
3月14日　今　井　　葊瀨ミツエさん（85歳）
3月24日　伊賀見　　中　　芳夫さん（83歳）

いつもニコニコ笑顔の由依ちゃん。
これからもたくさん笑ってね！

広報「曽爾」は、６月から1日発行となるため、５月１５日発行の広報「曽爾」は休刊
となります。皆様のご理解をお願いします。

大字 太良路

田合 由依ちゃん

こんなに大きくなりました
広報誌デビュー

  た　 ごう　     ゆ　  い 平成27年
4月8日生

4月号
平成28年4月15日発行

（通巻535号）

（平成28年4月1日現在）

●発行　曽爾村役場
●編集　総務課
　〒633-1212
　奈良県宇陀郡曽爾村
　　　　大字今井495-1
　　☎　0745-94-2101
　ＦＡＸ 　　　94-2066
●印刷　伊和印刷　
●広報曽爾題字
　故　清水公照
　　（第207世、第208世
　　　東大寺別当）　

高齢者クラブ活動
（全て13：30〜）

カラオケ　第1・第3㊍
大正琴　第1・第3㊌
民　謡　月1回　　
手　芸　月1回　金
陶　芸　第4　　 ㊌
民　踊　第2・第4㊍
大正琴
　アミーゴ　月 2 回
　　　   （10:00〜）
　せせらぎ　月 2 回
　　　   （13:00〜）

人口1,570人
（ー4）

男　735人
（ー5）

女　835人
（＋1）

世帯数680世帯
（＋4）

みんなの広場

事　業　名 実施日 時  間 対象者 場所・内容等

5月28日㈯
5月30日㈪

13:00～
16:00

健康いきいき教室

乳がん：
　40歳以上の女性
子宮がん：
　20歳以上の女性
＊昨年受診された方は、
対象外です。

○場所：老人福祉センター
○内容：乳がん検診
　　　 （マンモグラフィ検査）
　　　  子宮がん検診
　　　 （子宮頸がん細胞診）
○持ち物：問診票、健康手帳等
＊事前申込みが必要です。

5月19日㈭ 13:30～
15:30

乳がん・子宮がん
検診

5月25日㈬ 9:30～
13:00

食生活改善
推進員

○場所：老人福祉センター
○内容：調理実習
　　　  集団健診啓発品の試作

食生活改善推進員会
定例会

平成27年度受講生

○場所：振興センター
○内容：介護予防のための
　　　  ストレッチ、 筋力
　　　  トレーニング等

ほけん事業予定表（5月）


